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ハリスコ州貿易投資日本事務所オープン
メキシコシティに次ぐ第二の規模を誇る美しいグア

ダラハラを州都に持つハリスコ州は、メキシコ音楽を
代表するマリアッチとリュウゼツランから作られる蒸
留酒のテキーラの発祥の地として知られている。産業
面では、メキシコのシリコンバレーと言われ電子産業
が発達した州で同州の輸出額の 55％を占める。豚肉、
テキーラ、卵、アボカドなど農畜産業も盛んで、観光
業も重要な産業になっている。2014 年には同州への外
資系企業の進出数は 2,600 社以上を数え、国内第 3 位
の海外直接投資誘致の実績を誇る。

ハリスコ州政府は、2015 年 2 月東京にハリスコ州貿
易投資日本事務所を開設し、日系企業の投資誘致と対
日輸出促進の強化に乗り出した。日本企業の自動車産
業分野の投資誘致で先行するアグアスカリエンテス州
やグアナフアト州に後れをとっているため、前年に続
いて 2015 年 11 月にアリストテレス・サンドバル州知
事が来日し、東京、名古屋、京都でハリスコ州投資セ
ミナーを開催した。各都市でメキシコ進出を計画中の
企業と個別面談し、ハリスコの持つ優位性やインセン
ティブを説明して同州への投資誘致を促進するトップ
セールスを展開した。

さらに、サンドバル州知事は国際協力銀行と覚書を
交換し、全国地方銀行協会のメンバーである地銀 42
行と協力して、中小企業がハリスコ州に進出する際の
支援を地元の地銀を通じて投資家に提供することにし
た。大手都市銀行であるみずほ銀行とも同様の MOU

を締結して同行の取引先がハリスコ州に進出する際の
支援を行うことを約束した。

ハリスコ州への日系進出企業の業種と数
ハリスコ州への直接投資の業種は、電子産業が多い

ものの、日系企業では食品や日用品関連に加えて幅広
い業種の進出が目立ち、最近では自動車部品産業が増
えている。自動車関連の日系企業が集中するバヒオ（中
央高原）地域では、2014 年ではグアナフアト州、アグ
アスカリエンテス州に次いで進出件数が多い州である。

（表 1 参照）

自動車産業の進出が相次ぐ
日本企業によるメキシコ進出ブームの火付け役とな

ったのは、2011 年 6 月に広島の自動車メーカーのマツ
ダが新規投資を発表したことによる。これを契機に、
同年 8 月にはホンダの第二工場がグアナフアト州セラ
ヤに、翌年 1 月にはニッサンの城下町と言われるアグ

メキシコ進出が続く日本企業への期待と課題
－ハリスコ州の投資誘致と貿易促進策を事例に－ 瀧澤 寿美雄

提供：ハリスコ州政府

メキシコを代表する蒸留酒テキーラの原料となるリュウゼツラン（竜舌蘭）
の収穫。（写真提供：ハリスコ州政府）

表 1　日系企業進出件数 2014 年 （前年比増減数）

（出所）JETRO 海外進出日系企業動向（統計資料・調査レポート）資料より筆者作成

州名 企業数 前年比 2011年以降
公表計画数

グアナフアト 150 +58 91
アグアスカリエンテス 72 +20 38
ハリスコ 45 +11 13
ケレタロ 42 +14 25
サンルイスポトシ 34 +13 29
サカテカス 5 ＋ 3 3
ヌエボレオン 74 -2 11
バハカリフォルニア 64 -9 2
メキシコシティ 177 +5 16
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特集　変貌著しいメキシコのいま

アスカリエンテス州に第三工場建設という追加大型投
資が次々と発表された。

これをきっかけに、系列企業や独立系を問わず、大
手から中小の自動車部品メーカーにいたるまでメキシ
コ進出に拍車がかかり、今日の同国への進出ブームが
続いている。この過熱ぶりに拍車をかけたのは、2015
年 4 月にトヨタがグアナフアト州で乗用車を生産する
工場を建設すると発表したことである。この結果、日
本の完成車メーカー 3 社が同じ州に主力工場を持つこ
とになり、2016 年 1 月からはレオンで日本総領事館が
業務を開始した。

日本企業が地元州政府に期待するもの
製造業による海外直接投資は、工場建設による投資

額や雇用人数の規模を考えると、どこの州政府も歓迎
する。特に、メキシコ政府が力を入れている自動車産
業による直接投資は、裾野産業も広く経済効果が期待
できるため、各州政府は投資家向けに魅力あるインセ
ンティブを準備して熱心に誘致活動を展開しているの
が実情である。日本語による投資ガイドブックの作成、
州知事の訪日に合わせて投資誘致セミナーの開催など
積極的な PR 活動が最近目立つ。

しかしながら、ここ数年多数の企業が一斉にメキシ
コ進出をしているうえ、最近では進出企業の中心が大
手自動車部品メーカーから中小の自動車部品製造企業
へと移ってきているため、さまざまな問題が発生して
おり進出企業は十分な準備をしておく必要がある。進
出する日系企業の思惑と投資を受け入れる地元メキシ
コの州政府や自治体が持つ期待のギャップを事前に把
握しなければならない。以下に問題点とその解決のヒ
ントになる考えを列挙する。
・日本語で対応できるジャパンデスクの設置

一部の有力州では日本語による投資誘致のサイトや
印刷物を作成している。しかし、日本語を話すメキシ
コ人スタッフを配置したり、日本人を常設している州
政府は少ない。東京に日本人の代表を置いているのは
ハリスコ州政府のみである。日本語で対応できるジャ
パンデスクの設置が望まれる。
・州政府のインセンティブ

大量に水を使う、電気の使用量が非常に多いなどの
企業は、州政府に優遇策を求めるが、各投資家が満足
できるような水準に達していない。従業員の給与、税
の減免措置や教育訓練費の助成などはいずれの州もほ
ぼ同じ内容である。投資家の個別のニーズに対応でき

る柔軟性が州政府には求められる。
・インフラの整備と治安対策の強化

バヒオ地域に急に進出企業が増えたため、ホテル、
レストラン、英語が通じる病院、安全な住居など駐在
員が暮らす上でのインフラ整備が不充分のままである。
麻薬関連の組織犯罪が局所的に多発する同国で治安維
持の強化は、海外直接投資を今後も安定的に誘致する
うえで最重要課題である。すり、置き引き、強盗、空
き巣などの被害がバヒオ地域に増えている現状を考え
ると、地元州警察と治安対策を具体的に相談するのが
現実的である。

州政府が日本企業と駐在員に期待すること
・投資業種の多角化を

自動車関連産業の投資ばかりが注目されがちだが、
他の製造業や流通、サービス分野など幅広い業種から
の投資を期待している。電子産業、日用品、食品加工
などの投資もあるハリスコ州では日本ハムやヤクルト
などがすでに進出している。衣料品、流通サービスな
どは今後の有望な投資分野である。
・メキシコ製品の対日輸出促進支援者に

バヒオ地区には 3,000 人ほどの日本人駐在員が暮ら
していているが、彼らは毎日メキシコ人と接して現地
の文化に触れている。例えば、ハリスコの有望輸出産
品であるテキーラを好きになって帰国するものも多い。
彼らはいわばメキシコ製品の対日輸出促進支援者であ
る。当事務所では、メキシコに関心あるビジネス関係
者の交流の場として Tequila Business Club を定期的
に開催しているが、この交流の輪を一層広げていきた
い。

貿易、投資、観光の三部門の相乗効果をめざすハリ
スコ州

日本企業の投資誘致強化はもちろんだが、今後はハ
リスコ州製品の対日輸出促進と日本人観光客の誘致に
も力を注ぐ。投資誘致面では、日本企業向けの大型工
業団地計画が予定されている。貿易面では、3 月に開
催された FOODEX 2016 というアジア最大の国際食品
展にハリスコ州は 25 社出展し、テキーラ、アガベシロ
ップ、チア、アボカドなど高い品質を誇る製品を展示
し熱心に販売先を求めていた。展示会後のフォローア
ップが当事務所の役割である。

観光面に目を転じれば、全日空が今年度中にメキシ
コへの直行便を就航させると発表したが、これを機に
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さらにメキシコと日本との貿易と観光促進はさらに深
まることは間違いない。現在のところ、成田とメキシ
コシティを結ぶ直行便はアエロメヒコのみであるが、
日本の航空会社が新たに加われば、両国民の利便性は
大いに増して競争関係も働き、サービス向上も期待で
きる。メキシコの新たな魅力的な観光地としてハリス
コ州を日本人に知らせる絶好の機会である。

貿易・投資・観光が三位一体となり、相乗効果が
生まれるようプロモーション活動を継続することが当
事務所の役割と認識している。結びに、ハリスコ州
政府観光省スローガンで締めくくりたい。 “Jalisco es 
Mexico”  

（たきざわ すみお　（株）メヒココンサルティング 代表取締役、

ハリスコ州貿易投資日本事務所長）
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『20世紀メキシコにおける農村教育の社会史 
　　　　－農村学校をめぐる国家と教師と共同体』

青木 利夫　渓水社　2015 年 2 月　266 頁　
4,300 円＋税　ISBN978-4-86327-281-1 

欧米諸国に遅れて近代化を開始した日本やメキシコのような国々では、帝国主義
列強に対抗するための強い国家形成を担う国民の育成のために、公教育制度整備
を積極に進めてきた。革命終結後 1920 年のオブレゴン政権以降、メキシコは西
欧モデルの国家づくりを目指してきたが、その一環として先住民とその混血のメス
ティーソが多く住む農村地域における教育普及が重要政策となった。

本書は教育史研究に社会史の手法を加え、スペイン語による西欧文化吸収のた
めの教育政策をめぐって国家と先住民の葛藤、農村教育政策に重要な役割を果た
した国家指導者 3 名の認識と思想を明らかにし、具体的になされた農村教育政策
と農村教師育成の歴史と意味、農村教師による教育の歴史を通じて、教師を介し
た国家と住民の関係、かけひきの様相を考察している。著者は広島大学で社会学
を講じる准教授で、本書は母校一橋大学に提出した学位論文を修正したもの。　

 〔桜井 敏浩〕

『国王の道 カミノレアル 
　　－メキシコ植民地散歩「魂の征服」街道を行く』

阿部 修二　未知谷　2015 年 12 月　242 頁　
3,000 円＋税　ISBN-978-4-89642-486-7  

「国王の道」とは、18 世紀末のスペインによるカリフォルニア植民地計画の一環
として、そこに住む先住民の定住化とキリスト教化を促進するために設けられた布
教村を繋いで移動するために造られた道を指す。副王の命と資金援助を受けたフ
ランシスコ修道会の神学校の修道士たちは、ヌエバ・エスパーニャ副王府のあった
メキシコ市とサカテカスを結ぶ銀の交易路を通り、メキシコ北部からカリフォルニ
ア半島を北上して現在は米国領となった西海岸のサンフランシスコまで赴き、その
間に 21 カ所のミッションと呼ばれた布教村を建設して先住民の改宗を促した。

本書は、開拓された布教村に支援物資を届け、その地で生産・獲得された物資
を運び、軍隊の移動と情報伝達を担った「国王の道」を行き来した人々。ミッショ
ンに赴く修道士達を束ねたスペイン人フニペロ・セッラ神父とその同僚修道士たち
の足跡を辿りつつ、かれらが情熱を傾けて成し遂げようとした「魂の征服」の実態
を解明しようとしている。
『「銀街道」紀行−メキシコ植民地散歩』（未知谷 2010 年）等、メキシコ史−特に
教会美術に着目した著作の多い著者ならではの考察に満ちた歴史散歩。　〔桜井 敏浩〕


